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　要旨：今回我々は，社会医学実習の一環として，根拠に基づく医学の実際を学んだ．対象疾患として多

発性硬化症（MS）をとりあげ，発症関連環境要因に関するエビデンスをまとめた．科学論文検索システ

ムである PubMed を活用し，環境要因と MS との関連に関する疫学論文を検索した．最新のものから

２０００年までさかのぼって，合計６６編の原著論文を収集した．環境要因として，身体状態，生活習慣，既往

歴，家族歴，服薬状況，予防接種，職業曝露など，様々な要因について検討されていた．しかしながら，

統計学的に有意な関連を示した要因は少なく，関連がみられないと報告された要因が多かった．今回検討

した論文に日本人を対象とした研究は存在しなかった．欧米人を対象とした研究結果がそのまま日本人に

も当てはまるかは定かではない．日本人の MS 発症の環境要因を検討するためには，今後，日本人におけ

るエビデンスの蓄積が重要になるであろう．
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